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1．はじめに 

 海産魚やアザラシから抽出した油脂（水産油脂）を原料とし

た健康食品・栄養補助食品は、血清脂質改善作用があるといわ

れるn-3系高度不飽和脂肪酸（n-3系 PUFA：DHA、DPA、EPA、α

-リノレン酸等）を多く含んでいることから近年注目を集めてい

る。これらの製品の多くは経口カプセル剤として手軽に毎日摂

取することが可能であり、その購入者・摂取者として、一般成

人から児童や妊婦・授乳婦に至るまでの幅広い層の人々が想定

される。 

 一方、海洋の食物連鎖の頂点に立つ肉食性魚類や海棲ほ乳類

の体内にはポリ塩化ビフェニル（PCBs）に代表される有機ハロ

ゲン化合物が高濃度蓄積していることが知られている。魚やア

ザラシの体内に蓄積された高脂溶性の有機ハロゲン化合物はそ

の大部分が粗抽出された油脂中に移行するものと推測される。

したがって精製工程次第では最終製品である市販の水産油脂加

工食品中に汚染物質の一部が高濃度残留する可能性がある。し

かし、現在これらの水産油脂加工食品に対してPCBs等の暫定基

準値は設けられておらず、市販品のモニタリング調査もほとん

ど行われていないのが実情である。特に、最近インターネット

上などで「抗ガン作用」を有するサプリメントとして宣伝・販

売されている深海鮫肝油（スクアレン）の汚染実態については

不明な点が多い。 

 今回、我々は水産油脂加工食品の汚染実態について基礎的な

知見を得ることを目的として、PCBsおよびポリ臭素化ジフェニ

ルエーテル（PBDEs）の主要異性体のスクリーニング分析を行っ

たので報告する。 

 

2．実験方法 

 2004 年 2～6 月にインターネットによる通信販売を利用して

購入した 33 銘柄の水産油脂加工食品を分析試料とした。3～7

塩化PCBsの代表的な異性体6種類（#28/31、52、118、153、180）

および 3～7臭素化 PBDEs の代表的な異性体 10 種類（#28、49、

47、66、100、99、155、154、153、183）を測定対象化合物とし

た。 

 試料の内容物にサロゲートとして 13C-PCBs（#28、52、118、

153、180）および 13C-PBDEs（#28、47、99、154、153、183）を

表1　水産油脂加工食品中のPCBsおよびPBDEs濃度

Σ6PCBs Σ10PBDEs

1 鰯精製魚油加工食品 イワシ精製魚油 不明 34 6.1

2 DHA含有精製魚油加工食品 精製魚油 不明 2.3 2.3

3 EPA含有精製魚油加工食品 精製魚油 不明 0.8 <0.1

4 DHA含有精製魚油加工食品 精製魚油 不明 0.5 <0.1

5 オメガ3脂肪酸含有食品 精製魚油（サバ・イワシ等） ノルウェー 0.1 <0.1

6 EPA含有精製魚油加工食品 精製魚油 不明 0.2 <0.1

7 DHA含有精製魚油加工食品 精製魚油 不明 1.2 0.1

8 DHA含有精製魚油加工食品 精製魚油 不明 <0.1 0.4

9 DHA含有精製魚油加工食品 精製魚油(マグロ眼窩油) 不明 2.0 1.5

10 DHA含有精製魚油加工食品 精製魚油（マグロ眼窩油） 不明 0.5 <0.1

11 DHA含有精製魚油加工食品 精製魚油，ヤツメウナギ油，タラ油 不明 2.6 0.4

12 ヤツメウナギ油加工食品 ヤツメウナギ油 不明 99 1.8

13 八ッ目うなぎ加工食品 精製魚油，ヤツメウナギ油 不明 3.3 0.8

14 鮫脂質加工食品 鮫抽出脂質 不明 2.6 <0.1

15 オーシャン・サンフィッシュ肝油加工食品 マンボウ肝油 不明 23 3.6

16 DHA・EPA・ビタミンA・ビタミンD含有精製魚油加工食品 タラ精製魚油（食用タラ肝油） 不明（北海） 189 32

17 DHA・EPA・ビタミンA・ビタミンD含有精製魚油加工食品 タラ精製魚油（食用タラ肝油） 不明（北海） 166 28

18 アイ鮫肝油加工食品 アイザメ肝油 日本 341 49

19 アイ鮫肝油加工食品 アイザメ肝油 日本 323 53

20 アイ鮫肝油加工食品 アイザメ肝油 日本 288 52

21 スクワレン加工食品 深海鮫肝油 不明 29 0.1

22 深海鮫肝油加工食品 深海鮫肝油 ニュージーランド 19 0.2

23 アイ鮫肝油加工食品 アイザメ肝油 ニュージーランド 43 0.7

24 スクアレンオイル加工食品 深海鮫肝油 不明 17 15

25 深海鮫肝油加工食品 深海鮫肝油 ニュージーランド 21 0.5

26 深海鮫肝臓エキス加工食品 深海鮫肝油 不明 19 0.3

27 スクワレン含有食品 深海鮫肝油 不明 18 0.1

28 スクワレン加工食品 深海鮫肝油 不明 30 0.5

29 サメ肝油エキス加工食品 深海鮫肝油，精製魚油 不明 16 0.1

30 記載なし タテゴトアザラシ油 不明 2.2 0.8

31 海洋動物油脂加工食品 タテゴトアザラシ油 カナダ 2.8 0.8

32 アザラシ抽出精製油加工食品 アザラシ油 カナダ 1.8 0.7

33 DHA&EPA含有食品 魚油，タテゴトアザラシ油 カナダ他 0.2 <0.1

34 キトサン含有食品 タテゴトアザラシ油， カツオ・マグロ抽出物 不明 0.4 1.0

35 エラブウナギエキス エラブウナギ油 不明 29 4.7

試料16・17、18・19は製造ロットのみが異なる同一製品。

*内容物あたりの濃度。

化合物濃度（ng/g）*
番号 名称 水産油脂の種類 水産油脂の原産国



添加後、既報 1）の条件を一部変更したゲル浸透クロマトグラフ

ィーおよび硫酸シリカゲルカラムクロマトグラフィーにより精

製し濃縮液にシリンジスパイク（13C-TeBDE-77）を添加して

GC/MS（EI-SIM、R=1,000）で測定を行った。なお、深海鮫肝油

等、一部の試料については上記精製操作のみでは油脂由来の妨

害成分（スクアレン、ステロール類）が十分に除去できなかっ

たのでDMSO/ヘキサン分配処理を追加して測定を行った。 

 

3．結果および考察 

 DMSO/ヘキサン分配処理なし・ありの二通りの場合について魚

油を用いて添加回収実験（各n=3、添加濃度各1ng/g）を行った

結果、各サロゲートの回収率（平均 49～117%、変動係数<9%）

および Native 化合物の補正回収率（平均 80～109%、変動係数

<5%）は共に許容できる範囲内であった。 

 PCBs および PBDEs の測定結果を表 1 に示した。PCBs、PBDEs

ともに一部のアイ鮫肝油やタラ肝油製品で濃度が高い傾向が認

められた。また、類似の製品であっても、汚染物の濃度・組成

比が著しく異なる例も幾つか認められた。これらの差異は原料

となる生物の原産地や抽出油脂の精製工程の違いに起因してい

ると考えられた。汚染物濃度が高かった A 社のタラ肝油と B 社

のアイ鮫肝油について別ロット品を入手し分析を行った結果、

先に分析した製品と同様の汚染状況であることが確認された

（図1・2）。また、B社製品と同一の製法（冷却遠心抽出→メッ

シュろ過→低温下脱気・窒素処理）を用いて製造された C 社の

アイ鮫肝油の汚染レベルも同様に高かった。これらの製品につ

いてメーカーの推奨一日摂取量を基に総PCBs（3～7塩化物全異

性体）の一日摂取量を概算したところ、最大で暫定一日許容摂

取量（300μg/ヒト/日、体重60kgの場合）2）の約 1%であり，健

康影響上直ちに問題となるレベルではなかった． 

 水深数百 m の深海に生息する深海鮫の肝油から比較的高濃度

のPCBsおよびPBDEsが検出されたことは、これらの化合物によ

る海洋汚染が既に深海域まで達していることを示唆している。 

 以上、本調査で得られた知見は、n-3 系 PUFA やスクアレン、

スクアラミン等を利用したより安全性の高い機能性食品・医薬

品の開発に役立つものと期待される。 

 講演では一部の試料における塩素系農薬の残留実態について

も併せて発表する予定である（現在分析中）。 
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図1　タラ肝油およびアイ鮫肝油中のPCBs濃度
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図2　タラ肝油およびアイ鮫肝油中のPBDEs濃度


